


















































































































































































































































































































































































































































































1946年 4月「堕落論」『新潮』第 43巻第 4号 
1946年 6月「天皇小論」『「文学時標』第 9号 
1946年 12月（続）堕落論」『文学季刊』第 2号 
1947年 6月「咢堂小論」『堕落論』（銀座出版社）所収。初出誌未詳。 
1947年 7月「邪教問答」『夕刊 北海タイムス』（7月 20日） 
1948年 1月「天皇陛下にささぐる言葉」『風報』第 2巻第 1号 
1948年 10月「戦争論」『人間喜劇』第 11号 
1949年 11月「スポーツ・文学・政治」『近代文学』第 4巻第 11号 






3 坂口安吾「堕落論」（『新潮』1946年 4月） 
4 柄谷行人「堕落について―坂口安吾『堕落論』」（『新潮』1988年 12月） 
5 神谷忠孝「堕落論」（『国文学 解釈と鑑賞』1993年 2月） 
6 山根龍一「坂口安吾「堕落論」論―歴史と人間との関係をめぐる懐疑の方法について―」（『国語と国文学』2009
年 2月） 
7 坂口安吾「二合五勺に関する愛国的考察」（『女性改造』1947年 2月） 
8 林淑美「坂口安吾と戸坂潤―「堕落論」と「道徳論」のあいだ」 （『昭和イデオロギー 思想としての文学』平
凡社、2005年 8月） 
9 坂口安吾「天皇小論」（初出は『文学時評』1946年 6月。『坂口安吾全集』第 4巻（筑摩書房 1998年）より引
用。 
10 坂口安吾「安吾の新日本地理 安吾・伊勢神宮にゆく」（『文藝春秋』1951年 3月） 
11 坂口安吾「安吾の新日本地理 飛鳥の幻―吉野・大和の巻」（『文藝春秋』1951年 6月） 
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12 坂口安吾「安吾の新日本地理 飛騨・高山の抹殺―中部の巻―」（『文藝春秋』1951年 9月） 







15 坂口安吾「歴史探偵方法論」（『新潮』1951年 10月） 
16 坂口安吾前掲⑩ 
17 坂口安吾前掲⑪ 
18 「ところがヒダに至つては古代史上に重大な記事が一ツもない。だから古代史や神話と表向きツジツマの合う
ところは一ツもないのです。そのくせ、古代史家がヒダの史実を巧妙に隠そうとして隠し得なかったシッポらし
きものを発見しうるし、その隠された何かをめぐつてヒダとスワに特別なそして重大な関心が払われ、その結果
として古代史上にヒダに関する重大な記事が一ツもない、そういう結果が現れたのではないかと疑うことができ
るのです。それは恐らくヒダの史実があまり重大のせいではないためでしょうか」（「安吾の新日本地理 飛騨・
高山の抹殺―中部の巻」、『文藝春秋』1951年 9月） 
19 「つまり天皇家の祖神の最初の定着地点たるタカマガ原が日本のどこに当るか。それを考える前に、すでにそ
れ以前に日本の各地に多くの扶余族だの新羅人だのの移住があつたということ、及び当時はまだ日本という国の
確立がなかつたから彼らは日本人でもなければ扶余人でもなく、恐らく単に族長に統率された部落民として各地
にテンデンバラバラに生活しておつたことを考えておく必要がある」（「安吾の新日本地理 高麗神社の祭の笛―
武蔵野の巻」、『文藝春秋』1951年 12月） 
20 花田俊典「坂口安吾のディコンストラクション―「安吾・伊勢神宮にゆく」―」『国語国文薩摩路』2005年 3
月 
